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研究成果の概要（和文）： 
非定形項とは，主格によって示される文法的な主語を持たない，従って，いかなる時制や法に

よっても特徴づけられていない動詞表現のことである。こうした動詞表現は，とりわけ願望や

要求の動詞のもとに現れる（例：he wished/ordered me to come）。言語学では，これらがどの程

度 that 節のような文的表現であるのか，また，非定形の動詞の論理的主語が上位にある動詞の

いずれの項と同一指示であるのかについて議論が盛んであるが，前者は統語論，後者は語用論

に属する問題とされており，事情はドイツ語でも同様である。もっとも，ドイツ語には結束と

非結束の不定詞が存在したり，コントロールのシフトがより広範に見られたりするなど，より

複雑で興味深い現象が認められる。そこで，本研究ではドイツ語に焦点を当て，上述の統語論

的な問題と語用論的な問題とを語彙意味論の理論に基づいて包括的に扱うことを試みた。語彙

意味論とは，表面的に 1語であるwishや orderといった動詞を下位述語に分解する理論である。

ちょうど使役と反使役の交替にとって重要である，よく知られた 2 つの関数 DO と CAUSE と

に準ずるかたちで，願望の状況を表す VOL と義務づけの状況を表す OBL とを有効な関数とし

て提案し，これらの関数によって非定形動詞とその論理的主語のさまざまな実現形式のパタン

（広義の態）を捉え直した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
With infinite complements, I mean verbal expressions without grammatical subject in nominative case 
and therefore without any tense and mood marker. Such verbal expressions appear, above all, with verbs 
of wishing and ordering (e.g. he wished/ordered me to come). In linguistic discussion, it is controversial 
if and to what extent they are sentential like that-clauses (e.g. he wished/ordered that I would/should 
come) and how to predict which arguments of the governing verb the logical subjects of infinite verbs 
are identical with – the two questions being supposed to be divided into syntax and pragmatics. The 
same is true for German, which, however, has more complex and interesting phenomena such as 
coherent and incoherent infinitives as well as widely attested shifting controls. In the present study, I 
focused on German and attempted to integrate both the syntactic and pragmatic issues on the basis of 
Lexical Semantics theory. According to this theory, single verbs in surface like wish and order are 
decomposed into several sublexical semantic functions. Parallel to the two well-established functions, 
DO and CAUSE, which are fundamental for the causative-anticausative alternation, I proposed VOL as 
situation of wishing and OBL as that of obligating to account for various realization patterns (diathesis) 
of infinite verbs and their logical subjects. 
 

機関番号：１２６０３ 

研究種目：基盤研究 (C) 

研究期間：2008～2010   

課題番号：２０５２０３９０ 

研究課題名（和文）ドイツ語非定形項の語彙意味論的研究 

                     

研究課題名（英文）Lexical semantic study on infinite complements in German 

 

研究代表者 

藤縄 康弘（FUJINAWA YASUHIRO） 

東京外国語大学・大学院総合国際学研究院・准教授 

 研究者番号：６０２５３２９１ 



交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００８年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

２００９年度 700,000 210,000 910,000 

２０１０年度 400,000 120,000 520,000 

年度  

  年度  

総 計 2,200,000 660,000 2,860,000 

 
 
研究分野：言語学，ドイツ語学 
科研費の分科・細目：言語学・言語学 
キーワード：独語，不定詞，言語学，統語論，語彙意味論 
 
１．研究開始当初の背景 
非定形項の統語論については，さまざまな

言語を対象に研究が重ねられてきたが， 
 
(1) 非定形項の統語的範疇は節か否か 
(2) 非定形項のいわゆる「意味上の主語」は

どのようにして特定されるか 
 
という根本的な問題について議論が尽きて
いない。 

前者については，定形補文と広範に共通す
る統語的振舞いが非定形項の節性を示唆す
る反面，非定形項には上位述語と一体となっ
て複合述語を形成するという，まっとうな定
形補文には見られない単文化の性向も言語
横断的に認められる（例：仏語 je l’ai fait 
venir）。 

また，後者については，非定形項とともに
目的語を取る述語が主語コントロールを促
したり (例：John promised Mary to leave → 
John would leave)，目的語コントロールを促
したり（例：John allowed Mary to leave → 
Mary would leave）と一定しないことから，
これは純粋に構造的な問題ではなく，意味論，
語用論等の関わる複合的な問題であるとさ
れる。しかし，具体的にどのような意味論ま
たは語用論が関与的なのかは，なお未解明の
ままである。 
ドイツ語はこれら２つの問題について非

常に有益なデータを提供する。(1) について
は，Bech (1955/57) が逸早く「結束」(Kohärenz; 
cohrecence) と 「 非 結 束 」 (Inkohärenz; 
incoherence) の別を指摘したが，この区別は
いまなお，前者が非定形項の非節的な兆候，
後者が節的な兆候として，この分野の研究の
経験的基盤をなしている。その際，結束と非
結束の関係は，歴史的な発展（文法化）に鑑
みると，前者（非節）から後者（節）が派生
したと捉えることが理に叶っている一方，共
時論的な統語論ではたいてい後者（節）から

前者（非節）が派生するという逆の見方が採
られており，通時論との溝は大きいと言わざ
るを得ない。また  (2) についても，Bech 
(1955/57) がオリエンテーション  (Orientie-
rung; orientation) という語彙論的なメカニズ
ムを提唱したにもかかわらず，このメカニズ
ム自体は十分に検討されないまま，現在では
上述の統語論的前提の下，｢不可視の照応詞 
PRO がもっぱら語用論的な理由でその先行
詞を決める｣ という趣旨のコントロール理
論が一般的に認知されるに至っていた。 

ところで研究代表者は，それまでに行った
統語的使役構文等の調査を通じ，結束の非定
形項が類型論で言うところの能格的（「非対
格的」ではない！）なフォーマットに依拠し
ていると見ていた。この見方に立つと，結束
と非結束の史的関係は能格型から対格型へ
の移行という一般的な言語変異の図式に還
元できる一方，共時論における非結束の優先
も対格型の無標性によって説明がつくと考
えた。また，(2) のコントロールの問題につ
いても，一般に考えられているほど語用論的
な現象ではなく，むしろ広義の態の問題とし
て，より構造論にひきつけて捉えることが可
能ではないかと考え，そのアイデアも提示し
ていた（Fujinawa 2005）。しかし，従来，(1) は
統語論，(2) は意味論または語用論の問題と
して別個に論じられてきていたために，両者
を統合的に理論化するまでには至っていな
かった。 
 
２．研究の目的 
そこで研究代表者は，統語論と意味論の接

点を効果的に扱うことができ，使役をはじめ
とする態の研究でも実績のある語彙意味論
の枠組みを援用して，上述の非定形項の統語
論的・意味論的問題の解決に向けた新たな形
式化の枠組みを提示することを企図した。具
体的には以下の３点の解明を目的としてい
た： 



(1) Wunderlich (1992) の線の語彙意味論の道
具立てを用い，ドイツ語における定形動
詞と非定形動詞（とりわけ結束のもの）
の項構造上の相違を明らかにする。 

(2) 非定形項や補文を取る述語は意味構造上，
一般動詞が DO や CAUSE などの下位
述語に分解されるように，VOL（意志）
や OBL（義務）などの下位述語に分解さ
れることを示す。 

(3) 上述 (2) の述語は，さまざまな態で表れ
ることを，使役，脱使役，反使役など，
通常の態と共通する道具立てを用いて示
す。 

 
３．研究の方法 
研究初年度の 2008 年度は，ちょうど一般

動詞が DO や CAUSE などの下位述語に分解
され，使役，反使役，脱使役など，さまざま
な態で実現し得るように，意志や要求の動詞
も VOL（意志）や OBL（義務）などの下位
述語に分解され，同様の図式による態交替を
示すということを立証すべく，データ収集を
行い，具体的な分析に着手した。 
収集したデータは，この問題の解決の鍵を

握ると思われる wollen「〜したい，〜して欲
しい」や wünschen「願う」のような意志・願
望の述語を用いた実例であり，これを補文の
質（定形か非定形か，補文化詞があるかない
か，目的語を有するか否か，など）や述語の
文法範疇（テンス，ムード，など）によって
検索できるようデータベース化し，次年度以
降の本格的分析に備えた。なお，成果の一部
は学術論文にまとめ，翌年度に公刊した
（Fujinawa 2009）。 

さらに定形の補文についても，先行して分
析を行った。その結果，wollen や wünschen
などの補文における接続法と補文化詞の有
無との関係は，単なる形式的相補性として記
述されるべきものではなく，文のムードに依
拠している，すなわち，意味論的に動機づけ
られていることを発見し，この成果を日本独
文学会第 36 回語学ゼミナールにおいて発表
した。 
研究第2年度の2009年度は，前年度に収集し

た意志・願望の述語が用いられた実例をデー
タベース化し，詳細な分析を進めた。また，
これと平行して，願望表現の対極に位置づけ
られる感嘆文にも取り組み，意味論が動詞配
置の問題のどこまでを解決できるものなのか
，考察を行なった。その成果は日本独文学会
第37回語学ゼミナールにおける口頭発表で披
露した。 
さらに，理論的な基盤となる語彙意味論に

関連して，日本独文学会秋季研究発表会にお
いてシンポジウムを開催し，自らも基調報告
を行った。これにより，本研究課題が立証を
目指すテーゼ，すなわち，意志や要求の動詞

が，ちょうど一般動詞が DO や CAUSE など
の下位述語に分解されるように，VOL（意志）
や OBL（義務）などの下位述語に分解され，
この分解に基づいて，その態的な振舞いが記
述・説明できるというテーゼを，その前提部
分において強化することができた。 

研究最終年度の 2010 年度は，前年度までに
得られたデータのありようを説明するための
構造式を策定する課題に取り組んだ。その結
果，当該の述語は，ちょうど使役関連の述語
での行為のように，意志の関係が基本にある
こと，また使役，脱使役，反使役など，通常
の態と共通する原理的道具立てを用いること
で，さまざまな述語が関数表記され，それを
もとに適格に統語的なコントロール関係や格
表示が再現できることを確認した。 
 
４．研究成果 
 以上のような研究を通じ，目的として挙げ
た３点に関して次のような成果が得られた： 
 
(1) ある動詞の定形が λy λx λe [DO (x, y)(e)] 

という構造なら，対応する結束の非定形
動詞は当該項の順序が逆転した（つまり，
定形であれば最後に満たされるべき項 x 
を最初に満たされる形に転換した）λx λy 
λe [DO (x, y)(e)] である。 

(2) 位置変化動詞の意味構造が DO (x, y)(e’) 
& CAUSE (e’, BEC (LOC (y, z)))(e) である
ように，要求動詞（auffordern ｢命じる｣，
bitten ｢頼む｣，verlangen ｢求める｣など）
のそれも複合構造である。すなわち，｢個
体 x が，e’ という事態によって命題 p
を望む状況 s｣ を意味する VOL (x, p)(s) 
と，｢状況 s により，個体 y が事態 e’ を
実現するための機能 F を負う事態 e｣ 
を意味する OBL (s, F (y)(e’))(e) という 2
つの下位述語が，共通の状況項 s を介し
て VOL (x, p)(s) & OBL (s, F (y)(e’))(e) の
形で結ばれる。 

(3) 例えば，wollen「～してほしい」と sollen
「～すべき」のような交代は，使役と脱
使役の関係と並行的に捉えられる。使役
の構造 λy λx λe [DO (x, y)(e’) & CAUSE 
(e’, BEC (BE-PROPERTY (y)))(e)] をもと
に，先行する状況項 e’ の存在量化を通
じ，脱使役の構造 λy λe ∃e’[DO (x, y)(e’) 
& CAUSE (e’, BEC (BE-PROPERTY 
(y)))(e)] が得られるように，sollen の構
造も，wollen の構造 λp λy λx λe [VOL (x, 
p)(s) & OBL (s, F (y)(e’))(e)] をもとに，先
行する状況項 s の存在量化により λF 
λy λe ∃s[VOL (x, p)(s) & OBL (s, F (y)(e’)) 
(e)] として得られる。 

 
これらの成果を応用し，ひとつには Fuji-

nawa & Imaizumi (2010) を公刊した。これは



個体とイベントの関係を関数的に捉える試
みであり，本研究課題の発展型として日本語
との対照研究の可能性を見据えることがで
きた。 
さらに，国内外の研究発表会でも研究発表

を行った。そのうち「言語体系の歴史と類型
論」学会（ポーランド，ジェローナ・グラ大
学）で行った発表（招待講演）は，本研究課
題の成果によって得られる形態・統語論的な
条件が，共時言語学と通時言語学の接点にお
いても，高い応用可能性を有していることを
明らかにした。これは，理論的には語彙意味
論に基づく本研究が，より多くの研究者と連
携し得る潜在的なインパクトを有している
ことを示したものと言える。 
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